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ま
ず
評
者
は
中
国
社
会
論
を
専
攻
す
る
が
、
中
国
の
航
空
軍
事
情
勢

の「
い
ま
」を
月
刊『
航
空
フ
ァ
ン
』（
文
林
堂
）に
一
〇
年
掲
載
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
現
状
を
考
察
す
る
に
精
一
杯
で
、
第
二
次
大
戦
前
の
日
中
航

空
事
情
ま
で
は
手
に
負
え
な
い
。
し
か
し
本
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
知
ら

れ
ざ
る
一
面
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ

一
九
八
八
年
、
中
国
は
民
間
航
空
を
C

　

A
　

A
　

C
（
民
航
総
局
）
の
一

括
直
営
運
航
か
ら
、
国
有
の
中
国
国
際
航
空
（
C

　

A
）、
中
国
東
方
航
空

（
M

　

U
）、
中
国
南
方
航
空
（
C

　

Z
）
ほ
か
、
北
方
、
西
南
、
西
北
航
空
（
後

三
社
は
現
存
せ
ず
）
に
主
要
路
線
を
分
割
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
系
列
子

会
社
が
国
内
支
線
を
運
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
地
方
政
府

や
民
間
・
外
資
合
弁
に
も
路
線
運
航
を
認
め
、
航
空
会
社
（
キ
ャ
リ
ア
と

欧
亜
飛
行
と
空
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

田
辺　

義
明

Book Review
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い
う
）
が
林
立
し
た
。
そ
の
後
の
行
政
改
革
で
、
民
航
総
局
は
交
通
運

輸
部
民
航
局
に
格
下
げ
さ
れ
て
、
局
長
は
閣
僚
ポ
ス
ト
を
失
っ
た
。
地

域
間
航
空
も
整
理
さ
れ
て
、
た
と
え
ば
評
者
と
家
族
が
よ
く
利
用
し
た

中
国
新
疆
航
空
（
X

　

O
）
も
、
二
〇
〇
二
年
に
中
国
北
方
航
空
（
C

　

J
）

と
と
も
に
中
国
南
方
航
空
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
消
滅
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
末
期
ま
で
の
成
田
・
北
京
便
は
、
上
海
に
寄
航
せ
ず

と
も
必
ず
上
海
飛
行
情
報
区
を
廻
る
ル
ー
ト
で
飛
ん
で
い
た
。
つ
ま
り

現
行
の
よ
う
に
朝
鮮
半
島
（
韓
国
）
を
航
過
し
て
北
京
に
は
直
行
で
き

な
か
っ
た
。
迂
回
が
解
消
さ
れ
て
航
路
は
二
時
間
近
く
短
縮
し
、チ
ケ
ッ

ト
も
安
く
な
っ
た
と
覚
え
て
い
る
。

ま
た
日
本
・
欧
州
便
は
、
米
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
経
由
で
現
在
の
二
倍
近

く
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
日
本
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
に
シ
ベ

リ
ア
上
空
が
開
放
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。
一
九
九
五
年
か
ら
「
オ
ー
プ

杉
山
徳
太
郎
著

満
洲
航
空
　
空
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

夢
を
追
っ
た
永
淵
三
郎
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ン
ス
カ
イ
（
航
空
自
由
化
）
協
定
」
が
各
国
と
結
ば
れ
、
日
本
も
二
六
カ

国
と
協
定
が
あ
る
。
こ
れ
で
離
着
陸
空
港
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
許
す
限

り
、
路
線
開
設
、
以
遠
権
（
さ
ら
に
第
三
国
に
向
か
う
権
利
）
な
ど
が
自
由

化
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
い
っ
た
ん
上
海
浦
東
国
際
空
港
な
ど
で
乗
り

継
ぎ
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
）
す
れ
ば
、
中
国
キ
ャ
リ
ア
を
利
用
し
て
格
安

の
欧
州
旅
行
が
で
き
る
。

空
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

絨
毯
の
研
究
で
知
ら
れ
る
著
者
の
杉
山
徳
太
郎
氏
は
、
中
国
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
地
域
の
調
査
旅
行
を
重
ね
た
。
そ
こ
で
日
独
キ
ャ
リ
ア
に
よ
る

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
経
由
し
た
亜
欧
飛
行
の
企
て
に
、
強
い
関
心

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
文
芸
書
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
そ
の
亜
欧
飛
行
に
つ
い
て
の
構
想
と
経
緯
は
系
統
的
に
網
羅
さ

れ
て
い
る
。
永
淵
三
郎
の
ド
イ
ツ
側
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ル
フ
ト
ハ
ン

ザ
の
技
術
重
役
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
の
存
在
も
欠
か
せ
な
い
。

長
距
離
飛
行

第
二
次
大
戦
前
に
「
欧
亜
飛
行
」（
本
書
に
従
っ
て
以
下
、
欧
亜
飛
行
と

す
る
）
は
幾
度
か
試
み
ら
れ
た
。
時
代
を
遡
る
と
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）

年
、
仏
ド
ア
ジ
ー
大
尉
に
続
い
て
、
米
陸
軍
世
界
一
周
飛
行
隊
、
英
マ

ク
ラ
レ
ン
少
佐
。
翌
二
五
年
に
は
伊
デ
・
ビ
ネ
ー
ド
中
佐
と
、
日
本
に

外
国
飛
行
士
が
続
々
と
飛
来
し
た
。
日
本
か
ら
も
海
外
に
向
け
て
長
距

離
飛
行
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
そ
こ
で
一
九
二
五

年
七
月
二
五
日
、
朝
日
新
聞
社
は
仏
ブ
レ
ゲ
ー
一
九
を
二
機
購
入
し

「
初は

つ
か
ぜ風
」、「
東こ
ち
か
ぜ風
」
と
し
て
欧
州
諸
都
市
を
歴
訪
。
一
〇
月
二
七
日
帰
着

し
て
、
日
本
国
民
の
喝
采
を
浴
び
た
。

一
九
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
航
空
輸
送
株
式
会
社
（
東
京
）
は
、

満
洲
国
内
戦
を
運
航
す
る
同
社
満
洲
代
表
部
（
満
鉄
資
本
）
と
し
て
「
関

東
軍
軍
用
定
期
航
空
事
務
所
」
を
一
九
三
一
年
九
月
に
開
設
し
た
。
こ

れ
が
満
洲
航
空
株
式
会
社
の
前
身
と
な
る
。
日
本
航
空
輸
送
は
日
本
の

国
内
線
と
、
日
本
租
界
が
あ
る
中
国
大
陸
を
結
ぶ
路
線
を
運
航
し
て
お

り
、
北
東
ア
ジ
ア
に
航
路
網
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
に

が
湧
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
あ
る
人
物

に
辿
り
着
い
た
。
そ
れ
は
満
洲
航
空
運

航
部
長
の
永
淵
三
郎
で
あ
る
。
そ
の
永

淵
三
郎
を
追
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

が
本
書
で
あ
る
。「
ま
え
が
き
」
の
最

後
に
「
本
書
は
、
第
二
次
大
戦
の
拭

い
き
れ
な
い
悲
惨
と
お
ぞ
ま
し
さ
の
陰

で
、
大
空
に
ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
た
若

い
男
た
ち
の
冒
険
譚
」
と
あ
る
。
本
書

は
そ
の
通
り
小
説
で
あ
っ
て
学
術
書
で

中国南方航空 B.767（ボーイング）田辺撮影
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日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）
が
勃
発
し
て
、
満
洲
国
を
含
む
中
国
大
陸
と
日

本
と
の
航
空
連
絡
が
重
要
と
な
り
、
そ
の
事
業
は
国
策
キ
ャ
リ
ア
の
大

日
本
航
空
株
式
会
社
へ
と
統
合
さ
れ
た
。
子
会
社
と
な
っ
た
満
洲
航
空

は
満
洲
国
内
線
を
主
に
運
航
し
た
ほ
か
、
郵
便
逓
送
、
荷
物
輸
送
か
ら

航
空
測
量
、
鉄
道
警
備
さ
ら
に
は
航
空
機
開
発
な
ど
手
広
く
事
業
を
展

開
し
た
。
大
日
本
航
空
に
、
同
時
に
統
合
さ
れ
た
の
は
、
満
洲
航
空
傘

下
で
欧
亜
飛
行
の
商
業
化
を
目
指
し
た
事
業
体
「
国
際
航
空
株
式
会
社
」

で
あ
っ
た
。
同
社
は
存
続
一
年
半
で
、
ま
た
事
業
が
実
現
し
な
か
っ
た

た
め
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

関
東
軍
の
覆
面
部
隊

一
九
三
四
年
一
〇
月
、
関
東
軍
は
万
里
の
長
城
を
越
え
て
中
国
に
侵

入
し
た
。
こ
れ
に
は
満
洲
航
空
も
軍
に
全
面
協
力
し
て
偵
察
、
爆
撃
な

ど
の
戦
闘
行
為
に
も
加
担
し
た
。
日
本
の
北
支
方
面
軍
が
北
京
、
天
津

を
占
領
し
た
際
に
も
、
天
津
に
「
北
支
航
空
処
」
を
設
置
し
て
軍
事
輸

送
を
担
当
し
た
。
本
書
に
よ
れ
ば
冀
東
政
権
が
成
立
す
る
と
一
九
三
六

年
、
冀
察
政
務
委
員
会
と
満
洲
航
空
の
共
同
出
資
で
「
恵
通
航
空
公
司
」

が
設
立
さ
れ
た
。
翌
年
の
日
中
開
戦
後
は
蔣
介
石
系
の
「
中
国
航
空
公

司
」
は
奥
地
に
疎
開
し
た
。

欧
亜
飛
行

欧
亜
飛
行
に
つ
い
て
は
本
書
の
一
本
柱
で
あ
り
詳
し
い
。
ま
ず
大
々

的
に
喧
伝
さ
れ
た
新
聞
各
紙
の
競
争
に
よ
る
欧
州
行
き
の
冒
険
的
長
距

離
飛
行
が
あ
っ
た
。
朝
日
新
聞
社
は
「
神
風
」
号
と
し
て
陸
軍
九
七
式

司
令
部
偵
察
機
一
型
（
キ
一
五-

I
）
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
一
九
三
七

年
五
月
一
二
日
に
英
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
の
戴
冠
式
奉
祝
と
し
て
ロ
ン
ド
ン

に
飛
ん
だ
。
な
お
神
風
と
言
っ
て
も
大
戦
末
期
の
自
爆
攻
撃
と
関
係
は

な
い
。
三
九
年
五
月
、
ガ
ブ
レ
ン
ツ
男
爵
の
独
ユ
ン
カ
ー
ス
Ju
五
二
型

は
日
本
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
毎
日
新
聞
社
（
大
阪
毎
日
、
東
京
日
日
）
は
「
ニ
ッ
ポ

ン
」
号
で
「
世
界
一
周
飛
行
」
を
企
画
し
て
、
海
軍
九
六
式
陸
上
攻
撃

機
二
一
型
の
払
い
下
げ
機
を
使
用
し
た
。
一
九
三
九
年
八
月
二
六
日
、

東
京
羽
田
を
離
陸
し
東
回
り
に
飛
行
、
五
五
日
後
の
一
〇
月
二
〇
日
に

帰
着
し
た
。
こ
の
よ
う
に
欧
亜
飛
行
の
可
能
性
は
開
か
れ
て
行
っ
た
が
、

当
時
は
I

　

F
　

R
（
計
器
飛
行
）
が
な
か
っ
た
。
V

　

F
　

R
（
有
視
界
飛
行
）

の
み
で
、
夜
間
と
悪
天
候
時
に
は
経
由
地
に
滞
留
。
東
京
・
ベ
ル
リ
ン

に
七
～
一
三
日
間
を
要
し
た
。

ワ
ハ
ー
ン
回
廊

そ
れ
ま
で
の
欧
亜
飛
行
は
、
い
ず
れ
も
中
央
ア
ジ
ア
を
南
周
り
で
航

路
を
と
っ
た
。
東
京
羽
田
と
ベ
ル
リ
ン
の
テ
ン
ペ
ル
ホ
ー
ル
飛
行
場
を
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つ
な
ぐ
前
提
で
一
九
三
六
年
、「
日
満
独
航
空
協
定
」が「
日
独
防
共
協
定
」

と
ほ
ぼ
同
時
に
締
結
さ
れ
た
。
こ
こ
に
満
洲
航
空
と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
の

公
的
つ
な
が
り
は
生
ま
れ
た
。
し
か
し
日
独
両
国
す
な
わ
ち
満
洲
航
空

と
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
は
日
独
伊
「
三
国
同
盟
」
が
成
立
し
て
か
ら
、
国
際

情
勢
に
よ
り
定
期
航
空
路
の
啓
開
に
つ
い
て
、
ソ
連
と
英
領
イ
ン
ド
の

領
空
通
過
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
永
淵
三
郎
ら
が
着
目

し
た
の
は
、
中
国
新
疆
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
直
結
す
る
「
ワ
ハ
ー
ン

回
廊
」
と
い
う
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
ソ
連
と
英
国
を
刺
激
せ
ず
に
ド
イ
ツ

に
向
か
う
に
は
そ
こ
を
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ワ
ハ
ー
ン
回
廊
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
「
天
山
南
路
」
を
経
由
す
る
。

こ
の
接
点
は
後
世
、
新
疆
の
イ
ス
ラ
ム
青
年
が
武
装
勢
力
に
身
を
投
じ

る
通
路
と
な
っ
た
。
な
お
米
軍
は
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
で
二
〇
数
名
の

中
国
籍
捕
虜
を
キ
ュ
ー
バ
の
グ
ァ
ン
タ
ナ
モ
基
地
に
収
監
し
て
い
た
。

中
国
か
ら
身
柄
の
引
き
渡
し
要
請
を
受
け
た
が
、
結
局
は
バ
ミ
ュ
ー
ダ
、

ス
ロ
バ
キ
ア
な
ど
の
小
国
が
数
人
ず
つ
亡
命
を
受
け
入
れ
た
。

ま
た
巻
末
の
協
力
者
と
し
て
評
者
の
名
も
あ
る
。
し
か
し
評
者
は
著

者
か
ら
新
疆
に
つ
い
て
問
合
せ
を
頂
き
、
そ
こ
は
家
内
の
出
身
地
で
あ

り
彼
女
が
応
じ
た
。
し
か
し
家
内
は
「
天
山
北
路
」
の
新
疆
生
産
建
設

兵
団
農
業
建
設
第
八
師
団
の
漢
族
で
、
飛
行
ル
ー
ト
は
喀
什
（
カ
シ
ュ
ガ

ル
）
経
由
の
「
天
山
南
路
」
と
な
り
、有
効
な
情
報
提
供
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
評
者
は
執
筆
に
助
力
し
て
は
い
な
い
。

九
〇
年
代
末
期
、
評
者
は
中
国
社
会
科
学
院
の
訪
問
学
者
と
し
て
北

京
に
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
家
内
と
の
結
婚
手
続
き
の
た
め
に
、
北

京
と
ウ
ル
ム
チ
三
〇
〇
〇
㎞
を
往
復
し
て
い
た
。
そ
の
最
中
に
東
京
の

大
学
総
長
か
ら
人
事
打
診
の
電
話
を
頂
い
た
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。
ウ
ル
ム
チ
は
欧
亜
飛
行
の
中
継
地
で
、
い
わ
ゆ
る
解
放
前
は
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「
迪
化
（dí･huà

）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
書
に
は
廸
化
と
あ
る
が
迪
化

が
正
し
い
。
現
在
の
ウ
ル
ム
チ
空
港
は
「
烏
魯
木
斉
地ち

か
ほ
う

窩
堡
国
際
機
場
」

と
呼
ぶ
。
九
〇
年
代
、新
疆
航
空
は
珍
機
と
い
え
る
ソ
連
I

　

L（
イ
リ
ュ
ー

シ
ン
）
八
六
型
を
、
ウ
ル
ム
チ
・
北
京
線
に
投
入
し
て
い
た
。
四
発
エ
ン

ジ
ン
の
大
型
機
だ
が
、
乗
客
は
ま
ず
階
下
の
貨
物
倉
に
入
っ
て
荷
物
を

置
き
、
積
載
貨
物
を
す
り
抜
け
て
さ
ら
に
階
段
を
上
る
。

イ
タ
リ
ア
機
の
来
日

さ
て
テ
ー
マ
に
戻
ろ
う
。
一
九
四
二
年
に
イ
タ
リ
ア
機
サ
ボ
イ
ア
・

マ
ル
ケ
ッ
テ
ィ
七
五
型
が
最
後
に
日
本
へ
飛
来
し
た
際
、到
着
後
ワ
ハ
ー

ン
回
廊
を
無
視
し
て
ソ
連
領
を
飛
行
し
た
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
れ
に
日

本
側
は
慌
て
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
思
惑
で
は
、
日
ソ
関
係
を
揺
る
が

せ
た
か
っ
た
。
つ
ま
り
対
ソ
戦
に
日
本
を
加
え
て
、
極
東
に
第
二
戦
線

を
開
き
か
っ
た
の
だ
。
イ
タ
リ
ア
機
の
来
訪
を
日
本
は
歓
迎
し
た
が
、

ル
ー
ト
が
判
明
し
て
復
路
は
極
秘
裏
に
送
り
返
し
た
。
こ
の
辺
り
の
駆

け
引
き
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
て
、
ス
ト
ー
リ
―
を
際
立
さ
せ
て
い

る
。本

書
は
伝
統
的
手
法
に
よ
っ
て
情
報
機
器
を
使
わ
ず
、
資
料
は
国

立
国
会
図
書
館
で
入
手
し
た
。
ま
た
関
係
者
と
遺
族
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
重
ね
、
三
〇
年
掛
か
り
で
こ
こ
に
上
梓
さ
れ
た
と
い
う
。
小
説
と
は

い
え
緻
密
な
歴
史
事
実
の
解
析
か
ら
成
立
し
た
全
四
七
八
頁
の
大
冊
に

は
、
批
判
的
評
価
に
値
す
る
ス
キ
が
殆
ど
な
い
。
主
人
公
の
永
淵
三
郎

と
い
う
人
物
と
、
彼
が
育
て
た
人
材
が
戦
後
日
本
の
航
空
業
界
に
貢
献

し
た
事
実
は
広
く
社
会
に
知
ら
れ
て
ほ
し
い
。

苦
難
の
日
独
連
絡

陸
路
、
海
路
、
空
路
と
も
に
、
日
独
連
絡
は
生
命
懸
け
で
あ
っ
た
。

結
局
、大
戦
中
の「
欧
亜
飛
行
」は
一
度
も
成
功
せ
ず
、商
業
化
な
ど「
夢
」

で
あ
っ
た
。
本
書
は
大
戦
中
の
日
独
連
絡
に
つ
い
て
、
潜
水
艦
で
の
往

来
を
取
り
あ
げ
た
吉
村
昭
『
深
海
の
使
者
』（
文
春
文
庫
）
と
並
び
評
価

さ
れ
よ
う
。
日
独
連
絡
に
命
を
落
と
し
た
者
は
数
え
き
れ
な
い
。
本
書

は「
空
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」欧
亜
飛
行
の
冒
険
譚
と
し
て
だ
け
で
は
な
い
。

往
時
の
国
際
情
勢
や
飛
行
技
術
に
関
し
て
も
詳
述
し
て
お
り
、
航
空
機

に
関
心
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
も
、
ご
一
読
を
お
勧
め
す
る
。
た
だ
し

飛
行
機
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
、
機
材
情
報
が
物
足
り
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
口
に
し
な
い
評
者
だ
が
、
読
後
は
お
そ
ら
く
ド
イ

ツ
の
樽
生
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
味
わ
い
で
、
決
し
て
発
泡
酒
な
ど
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

（
た
な
べ
・
よ
し
あ
き　

社
会
学
者
）


